
JICAは、日本のODA実施機関としての責任を果た
し、積極的に国内外の議論に加わるため、さまざまな
イニシアティブに参加しています。また、日本の開発協
力に関わるアクターが協調してサステナビリティを推進
すべく、「JICA×ECFA（一般社団法人海外コンサルタン
ツ協会）サステナビリティ・フォーラム」を2023年12月
から開始しています。加えて、着実な低炭素社会への

外部イニシアティブへの参加

移行（トランジション）を実現するための金融手法であ
るトランジション・ファイナンスの在り方について議論す
る「アジアGX（グリーントランスフォーメーション）コン
ソーシアム」にも参加しています。
　これらの取り組みを通じて、組織の健全性を高め、
協働・共創の機会を創出し、持続可能な社会の実現に
貢献していきます。

　外部パートナーとの協働・共創と並行して、JICAで
働くすべての職員などがサステナビリティ推進に取り組
む組織内エンゲージメントも重要です。各人がJICAの
目指す方向性や目的を理解し、その達成に向けて自発
的に貢献しようという意識を持ち、行動することを目指
して、双方向のコミュニケーションの強化を図っていま
す。2023年度、サステナビリティ推進室は関連部署と
共に、組織内の勉強会やセミナー、研修を計31回、延
べ1,800人以上に対して実施しました。
　サステナビリティ方針の考え方や業務との関係性を
含め、自分ごと化するための議論を通じ、組織内のサ

組織内エンゲージメント

ステナビリティ推進に向け意識を段階的に向上させ、
具現化していくことを目指しています（人材戦略におけ
るエンゲージメントについてはP95参照）。

Asia Transition Finance Study Group（ATF SG）

TCFDコンソーシアム

効果的な情報開示や開示された情報を適切な投資判断につなげ
るための取り組みについて議論する組織です。JICAは気候関連
財務情報開示タスクフォース（TCFD）の提言を踏まえた情報開
示を進めており、2024年1月より参加しています。
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主なサステナビリティ関連イニシアティブ

サステナビリティに関する組織内意識調査（2023年度）

TNFDフォーラム

自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）は、企業や金融
機関が、自然資本や生物多様性に関するリスクや機会を適切に
評価し、開示するための枠組み構築を目的とした国際的な組織
です。その議論を支援するフォーラムに、JICAは、2023年12月
より参加しています。

生物多様性のための30by30アライアンス

2030年までに陸と海の30％以上を保全する国際約束30by30

や、自然生態系の損失を食い止め回復させていく「ネイチャーポ
ジティブ」に向けた機運の醸成と、ネイチャーポジティブにつなが
るプロジェクトの実施に取り組む有志連合です。JICAは発起人メ
ンバーとして参画して以降、コアメンバーとして活動しています。

自分は、JICAのサステナビリティ推進に関する
取り組みについて知っている。 3.58

3.58JICAは、組織・事業双方でサステナビリティ推進
に資する取り組みを進めている。 3.52

（注）  現地スタッフ含む全員を対象とした意識定点調査より。5段階での回答。

より持続可能な未来に向けて、アジア経済の公正かつ秩序ある
移行の実現を支援するための、アジアで事業展開する銀行を中
心とした民間主導のイニシアティブです。JICAは、2023年11

月よりパートナーとして参加しています。

組織内外とのエンゲージメント
Governance ガバナンス
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